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は じ め に

地蔵堂廃寺跡 は、貝塚市の内陸部にある平安 時代後半頃の寺 院跡 を中心 とし

て広が る遺跡であ りますが 、寺院跡に関する遺構 のほか当遺跡内には、古墳時

代か ら中 ・近世 に至 るまで各種の文化財 が散在 してお ります。

今 回、発掘調査 を実施 しましたのは、当遺跡の東側寄 りに位 置 します貝塚市

立南小学校 内の体育館立て替え工事 に先立つ もので、調査 の結果 、中 ・近世の

遺構 とともに古墳時代中期 の方墳 を1基 検 出 しました。埋葬施 設はすでに破壊

され残 っていませんで したが、古墳の回 りを巡 る溝の中か ら多量の須恵器が小

破片 となって出土 しました。

これは、貝塚市域 における古墳時代の墓制 を考 える上 において、また近 くに

位置 します前方後円墳の国指定史跡の丸 山古墳 との関係 とともに当地域の歴史

を解 明す る上でたいへん貴重な資料 といえます。

ここに、その調査結果の概要 をまとめ る とともに少 しでも先人の残 した歴史

の一端 をみなさま方に理解 していただければ幸いか と存 じます。

なお、現地調査並びに整理作業 にあた り、関係各位 より多大の御協 力を受 け

完了で きましたことに感謝す るとともに、今後、益々の御協力 ・御指導のほ ど

よろし くお願 いいたします。

昭和61年3月

貝塚市教育委貝会

教育長 岡 根 和 雄



例 口

1.本 報告書は、貝塚市立南小学校屋内運動場増改築工事に伴 う埋蔵文化財発掘調査結果

の概要報告書である。

2.発 掘調査及び整理作業については、貝塚市教育委員会社会教育課が担当し、昭和60年

7月22日 より発掘調査 を開始 し、8月28日 に終了 した。以後、整理作業 を行 い昭和61年

3月31日 に完了した。

3.発 掘調査及び本報告書の執筆 ・編集については、社会教育課西岡巖 ・勝浦康守が主に

これにあたったほか発掘作業、写真撮影、実測作業および トレース等の諸作業について

は下記の諸氏の参加 ・協力を得て実施 したものである。

外業 ・内業調査員 嘉積由彦

外業 調査 補 助員 石橋秀仁 小林修 西野貴也 山下展功 山西宏司

内業 調査 補 助員 藤原久子 山本和枝

4.本 報告書中 ・検出遺構には、略記号 として井戸はSE、 溝状遺構はSD、 その他性格

不明の遺構にはSX等 の記号 を付 している。また、写真図版および遺物実測図で使用す

る出土遺物の番号はそれぞれ同一番号 を付 し、分類 ・整理をはかっている。

5.発 掘調査並びに整理作業にあたっては、当該事業課である貝塚市教育委員会総務課並

びに建築課、立市南小学校等より多大の協力を受けたほか、現場作業においては委託業

者である南一建設株式会社 より協力を受け、実施 したものである。
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1調 査 に至 る経過

今回、発掘調査 を実施 したのは貝塚市の内陸部に位置する貝塚市地蔵堂286番 地内の貝

塚市立南小学校の敷地内である。

貝塚市では今回昭和60年 度事業の一環 として、小学校 の北東隅に位置 している屋内運動

場(体 育館)の 拡張建て替え工事 を行 うことが計画 された。 しかしなが ら、以前か ら当地

区は周知 の遺跡 として包蔵および近接 している地域であるところから、建築担当課より埋

蔵文化財 の有無の確認について協議の申し入れがあ り、・まず建て替え工事に先立ち工事計

画地域 内に埋蔵文化財が所在するかどうかの遺構確認調査 を実施 した。調査 を昭和60年1

月11日 に幅約2m、 長さ約20mの 遺構確認用試掘 トレンチを設定し、ユンボ掘削および人

力掘削に よる遺構検出作業 を行った。

試掘調査の結果、現地表面より約30cmの 整地用盛土下で2層 に大別できる厚さ約50cmお

よび20cmの 遺物包含土層 を検出し、以下地 山面に達 した。遺物包含土層内からは小破片と

なった須恵器、土師器、瓦器、瓦および陶磁器片等が若干出土している。

検出遺構 としては、その地山面に切 り込む形で幅約0.5～1.Om、 深さ約0.05～0.25mの

溝状遺構等を検出した。遺構内か らは土師器片および瓦器片等が極少量出土 し、時期的に

は室町時代を中心 とす る時期のものと考 えられた。

以上の試掘調査結果にもとず き、今回建 て替 え工事 を実施する地区には少なくとも室町

時代 を中心 とする遺物包含土層が顕著に見 られ、当時の各種遺構 も残存するもの と考 えら

れたことから、その試掘調査結果 をもとに再度建築担当課 と協議の結果、建 て替え工事に

よって破壊を受ける約900m2の 部分について発掘調査を実施す ることで協議 を終え、旧体育

館の取 り壊 し作業終了後直ちに発掘調査を実施するはこび となった。

発掘調査期間は、昭和60年7月22日 より開始し、翌8月28日 に終了した。以後、出土遺

物等の整理作業 を実施 し、翌昭和61年3月31日 に全て完了 した。
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1,堀 遺 跡2.貝 塚 寺 内町3.泉 州麻生塩壺 出土地4.長 楽寺跡5.加 治神前 畠中遺跡6.

新 井鳥 羽遺跡7.石 才 遺跡8.新 井 ノ池遺跡9.橋 本遺跡10.沢 共 同墓地 遺跡11.沢 遺 跡

12.沢 新 出遺 跡13.沢 海 岸遺跡14.沢 海 岸北遺跡15.廃 明 楽寺跡16.澱 池 遺跡17.窪 田 遺

跡18 ..丸山古墳19.地 蔵 堂廃寺跡20.下 新 出遺跡21.王 子 遺跡22,石 才 南遺跡23.積 善 寺

城跡

第1図 貝塚 市遺 跡分布地 図(1:25000)
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II位 置 と環 境

発掘調査を実施 した当地域は、昭和52年3月 刊行 「大阪府遺跡分布地図」には平安時代

後期の創建 と考えられる寺院跡、地蔵堂廃寺跡 として周知されている遺跡の東側寄 りに位

置する貝塚市立南小学校敷地の一角であ る。

貝塚市立南小学校は、国鉄阪和線和泉橋本駅西方約250mの 府道和泉泉南線沿いに所在

し、現在の海岸線 より平行 して走る国道26号 線、南海電鉄および第二阪和国道 を経て約2

㎞内陸部に入った海抜約26mの 位置にある。調査地区は、その南小学校内の北東隅に位置

している現体育館部分である。

調査地区の現状は、学校建設等により水平に整地されてお り、旧地形等を伺い知るこ と

は全 くできない。周辺地域の地形から見た場合、当小学校 を中心 として北西および北東方

面への地形的下が りが認められるところか ら、微高地形 を有した小段丘上に位置するもの

と考えられる。

当地域に近接する周辺遺跡については、調査地区の北西約100mに おいて国の史跡指定

を受けている全長約66m、 前方部最大幅約27m、 後円部径約43mを 測る貝:塚市唯一の前方

後円墳である丸山古墳が前方部をほぼ西方に向け所在している。丸山古墳の築造時期につ

いては現在までに時期決定 を可能 とする遺物等の発見には至っていないことか らやや不 明

瞭なもの といわざるを得ないが、おおむね5世 紀代前半か ら中頃にかけての古墳かと考え

られる。また、その他古墳時代の遺構 としては、昭和56年 度および本年度の当小学校内の

発掘調査で5世 紀後半か ら末頃 と考えられる円墳の周r部 を合わせて2基 分確認 している

が、これら古墳に関係を有す るような生産地あるいは集落跡等についてはまだ発見されて

いないのが現状である。

その他の周辺遺跡 としては、第1図 に示すように当遺跡の南側では古代末から中世にか

けての遺跡である王子遺跡がある。かつての調査で12世 紀末から14世紀末ないし15世紀初

頭頃までと考えられる建物跡(掘 立柱建物跡)や 、それに伴う井戸、土壙、溝等の各種遺

構が多量の遺物 とともに検出されていることから、中世にはかなり開発がおよんだ地域 と

考えられる。さらに、南側の国鉄線を渡った地域には、遺跡の詳細については不明瞭であ

るが、古墳時代の遺物散布地である下新出遺跡や さらに国鉄和泉橋本駅東側には、中世末

の城跡である積善寺城跡や近木川を挾んで積善寺城跡の北方には、中世か ら近 ・現在まで

営まれている墓地遺跡の橋本遺跡が所在 している。ただ、先にも触れたが これら各遺跡の
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・詳細な性格等については、まだ充分な解明が行われていないのが現状である。

m調 査

1.調 査区の概要

今 回の調査区は前述 しているように、小学校内屋内運動場(体 育館)の 拡張建て替え工

事 にかか る部分であり、新体育館の建設により破壊 される部分の発掘調査 を実施 した。調

査区はやや方位的にずれるものであるが、おおむね東西方向に長さ約38m、 南北方向に約

24mの 計約900㎡ である。

基本土層 としては、現地表面より約0.3mの 第1層 校庭整地用盛土、約0.1mの 第2層 旧

第2図 調 査位 置 図

耕作土、0.3～0.5mの 第3層 淡青黄灰色土および約0.1～0.2mの 第4層 淡茶褐色土層 とな

り、以下黄色地山土 となる。遺物包含土層 としては、第3・4層 で認められるもののそれ

ら包含土層より出土するすべての遺物は小破片となっての出土であり、器種お よび時期等

の判断に耐え得るものは少なかったが、おおむね第3層 淡青黄灰色土は中世末あるいは江

戸時代頃の ものかと考 えられ、第4層 淡茶褐色土は中世後半頃のものと考えられる。第4
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第3図 調査区域図(1:900)

-5一



第4図 遺構平面実測図(1:200)
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層淡茶褐色土除去後、地山面で検出した遺構 としては、大きく古墳時代 と中世 との2時 期

に渡るものである。

個々の検出遺構の詳細については、後述することとして、ここではこれら検出遺構につ

いての概要 を記すことにする。

古墳時代の検出遺構 としては、調査区西端で旧体育館の基礎工事や中 ・近世の遺構等に

よりかなり破壊 された状況ではあったが 、幅約1.8～3.Om、 深さ約0.6mの 緩やかなU字

形 を呈する方墳の周溝を検出した。ただ、墳丘部についてはすでに破壊 され削 り取られて

いたため埋葬主体部の検出までには至っていない。

中世以降の遺構 としては、調査区南端中央部で近世以降の ものか と考えられる径約3 .5

m、 遺構検出面よりの深さ約1 .5mを 測る素掘 りの井戸1(SE-1)お よび調査区西側

中央部で中世 と考えられる復元径約5.Om、 遺構検出面よりの深さ約1 .Omの 素掘 り井戸2

(SE-2)を それぞれ検出 している。

溝状遺構 としては、調査区南端部でやや曲線 を描 きながらではあるが、ほぼ東西に調査

区内を横切 って走る中世 と考えられる溝2(SD-2)や その他各所でSD-2と ほぼ同

時期 とかんがえられかつ同方向に走る溝状遺構を検出しているが、その性格等については

やや不明瞭な ものである。

その他若干の溝状あるいは土壙状 となるような性格不明の遺構 も検出している。

個々の遺構の詳細については次章で報告するが、今回の発掘調査の成果 としては、古墳

時代において当地域が丸山古墳を中心 として5世 紀前半から5世 紀末ないし6世 紀初頭に

かけての墓域的性格を有す る地域であると考x得 るに足る古墳の存在、さらにそれら古墳

を完全なまでに破壊 し、耕作地 と化すに至 った中世遺構の存在であろ う。

以下、各検出遺構の詳細について順次個別的に報告することにす る。

2.検 出遺構

古墳

調査区西端で検出した周溝部のみの残存遺構である。遺構の検出面は、第4層 淡茶褐色

土 を除去 したのち、方形に巡 る周溝の検出を見たものである。

周溝の形状および規模 としては溝幅約1.8～3 .Om、 遺構検出面 よりの深さ約0.6m程 度

を測 り、溝内断面形はやや緩やかなU字 形 を呈していた。

古墳全体の規模 としては、旧体育館の基礎工事部分の攪乱や当古墳 を破壊するに至った

中世の各種遺構等により、やや明確 さに欠けるところもあるが、ほぼ周溝部の内法で一辺
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約9m程 度を測る正方形を呈するもの と考えられる古墳である。周溝部分 をも含めると一

辺約14m程 度.となる。

周溝内埋土の基本土層 としては、上層第4層 淡茶褐色土層が若干溝内の窪みに堆積 した

状況 となっているが、第5層 暗茶褐色土層が最大厚約0.3m程 度堆積 し、以下約0.15～0.20

m厚 の第6層 黒色土層とな り、地山面までほぼ達 している。ただ、部分的ではあるが、地

山面 と第6層 黒色土層との間に第7層 として暗黄色土層が0.01～0.05mほ どの厚みで堆積

するところも見 られた。

今回の調査 で出土 した遺物は、第5層 暗茶褐色土層内より若干量の須恵器片を検出して

いるが、そのほとんどは第6層 黒色土層内での検出であ り、また数箇所に集中しての出土

であった。出土状況 としては、すべて数センチほどの小破片に細か く壊れた状況での出土

であ り、北東側周溝内ではAお よびBグ ループとして須恵器坏、高坏等がみい出され、さ

らに狭い範囲となっているが、北西側周溝内よりCグ ループ として、各種須恵器片等が検

出された。これは当古墳の破壊 当時、偶然にこれ らの場所に流れたものとは考えに くく、

溝内土層堆積状況から見ても当古墳を築造あるいは築造後の被葬者埋葬当時にはこの場所

に存在したものと考 えられ るものである。

墳丘部分については、調査の結果か ら先にも記 しているが、第4層 淡茶褐色土層を除去

した後すべて地山面に達 したことから、墳丘盛土の残存はみい出されなかった。また、埋

葬主体部の痕跡す らない状況であった。

井戸(SE)

井戸1(SE-1)は 調査区の中央部、やや西寄 りの南端部分で検出したものである。

旧体育館建設当時の工事用の攪乱壙により約半分ほど破壊 されていたが、直径約3.0～

3.5mの やや楕円形を呈 し、遺構検出面 よりの深さ約1.5mを 測る素掘 りの井戸である。

井戸内埋土は基本的には一層で青 黒色土層のややふわふわした土層であ り、ほぼいっきに

埋め戻された状況であった。土層堆積状況および出土遺物か ら中世以降のものには間違い

な く、江戸時代、それも末ごろ以降かと考えられるものである。

井戸2(SE-2)は 調査区の西端壁面部分で検出した遺構であるが、全体規模の約半

分が調査区外へ延びるため正確 な形状および規模の把握までには至っていない。

現状か ら把握で きる規模 としては直径約5m程 度、遺構検出面 よりの深 さ約1mを 測 り

得 る素掘 りの井戸であ 灰 やや井戸 とするには直径の大きさのわ りにはかなり浅 く、井戸

内断面形 も斜めに傾斜 したV字 形を呈す るものであった。
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井戸内堆積土は大 きく2層 に分かれ、上層は第4層 淡茶褐色土および砂質土の混 ざった

ような土層であり、下層はやや砂質土も混ざるが暗灰色粘質土層が埋土となっている。

井戸の時期 としては、図示に耐え得 るほどの遺物はあまりないものの、土師器 ・瓦器の

小破片が少量検出されていることおよび遺構検出状況か ら見た場合第4層 淡茶褐色土層を

除去 したのち井戸の検 出を見てお り、少な くとも中世のもの と考えられる。

溝(SD)

溝2(SD-2)は 調査区南端部で調査区をほぼ東西に蛇行 ぎみに横断 してい く遺構で

ある。また、西方部では部分的に消えてしまっている。

規模 としては、溝幅約0.5～1.2m、 遺構検出面 よりの深さ約0.05～0.2m程 度 とごく浅

いものである。流水方向は溝内底部のレベル高 より、東側への流れが想定できる。

出土遺物 としては、図示に耐え得るものは一片もなかったが、少量の土師器片、瓦器片

が出土 しており中世ごろのものと考えられる。

SD-2の 北側約2.0～2.5mの 地点では、旧体育館の基礎工事部分の攪乱 と重 なってい

るため明確に検出し得るものではなかったが、溝4(SD-4)お よび溝5(SD-5)

がSD-2と ほぼ平行に走ってお り、規模 および形状等について も共にSD-2に 類似す

るものであった。

その他の検出溝 としては、SD-2の 方向性に合わさるかのように東西方向に走る溝状

遺構あるいは中世耕作時の鋤跡か と考 えられるものが調査区東側でいくつか検出している

がその性格等については明確にとらえられなかった。

調査区西側の古墳周溝南端部に近い ところでは、SE-2お よび旧体育館の基礎攪 乱に

よって明確にはなっていないが、溝3(SD-3)が くの字形に存在している。このSD

-3はSE-2と の切 り合い関係からSE-2よ りも古い時期のものと考えられる。形状

は、溝幅約0.5～0.6m、 遺構検出面よりの深さ約0.3～0.35mを 計 り得る。溝内堆積土は

暗灰色土一層である。出土遺物はまった くな く、性格等については不明である。

その他性格不明の遺構 として、SX-1お よびSX-2が 存在するが、SD-3と よく

似た方向性ならびに遺構内埋土をしてお り、少な くともSD-3と 同時期あるいは近似す

る時期の遺構か と考えられる。
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3.出 土遺物

今回の調査で出土 した遺物としては、先に も触れたように調査区西側で検出した方墳の

周溝等で検出した須恵器群が遺構に伴 う出土遺物 としては唯一のものであり、その他図示

報告 している須恵器以外の遺物については遺物包含土層である第4層 淡茶褐色土層等 より

の出土である。

以下、須恵器主体の報告ではあるが順次記す こととし、また個々の図示報告遺物につい

ては最後に観察表としてまとめている。

須恵器(第5・6図 一1～12、 図版7～9-1～12)

今回報告す る須恵器については先にも触れているところであるが、そのすべては方墳周

溝内の出土遺物であり、かつ2次 的な移動による検出とは考えに くく、古墳築造時期ある

いは主体部墳葬時期かそれに近い時期の もの と考えられる。ただ、そのすべては数センチ

程度の小破片に破壊され、一種儀式的に投棄 されたかのような状況で出土 している。

検出場所としては、北西側周溝の出土量が最 も多く、Cグ ループとして土器番号3・7

・10～12が それである。Aグ ループとしては土器番号1・4・6で あり、Bグ ループは土

器番号2・5・6で ある。ただ、Bグ ループ出土土器の中にはCグ ループ内から同一個体

となる破片が数片出土している。

土器の種別 としては、杯蓋3点(土 器番号1～3)、 杯身3点(土 器番号4～6)、 把

手付坊形土器1点(土 器番号9)、 無蓋高杯1点(土 器番号8)、 甕3点(土 器番号7・

10・12)、 台付短頸壺1点(土 器番号11)の 計12点 である。

時期 としては、5世 紀末頃のもの と考えられ、陶邑TK23型 式に比定し得るものと考え

られる。ただ今回の調査で出土した土器番号1・2の 杯蓋および土器番号4～6の 杯身に

ついては、その類例が少な く、5世 紀末頃 とするには若干問題を残す ものである。

埴輪(第5図 一13、 図版9-13)

今回の調査で1点 だけ出土した円筒あるいは朝顔形 と考えられる埴輪の小破片である。

出土地点は、方墳南東側周溝内第5層 暗茶褐色土層内よりの出土であるが、第5層 内から

は古墳時代以外、中世等の遺物 も出土していることか ら、当古墳 と直接関係を有する埴輪

とは考えにくく、またこの1点 以外今回の調査では検出されてお らず、周辺に散在する未

発見等の古墳 よりの流入品か と考 えられる。

時期的には、当古墳出土の須恵器群 とほぼ同様の時期、あるいはやや古い時期のもので

はないか と考 えられる。
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第5図 遺物 実測図(1:3)
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黒色土器(第5図 一14・15、 図版9-14・15)

今回の調査では2個 体分が出土 している。出土地点 としては、土器番号14は 方墳の北東

側周溝内あ埋土上層か ら検出され、もう1点 にっいては第4層 遺物包含土層中よりの出土

である。両者の土器はともに内外面黒色を呈すいいわゆるB型 式の土器である。時期 とし

ては、おおむね10世 紀後葉か ら11世紀前半 までの ものと思われる。

このような黒色土器の検出は、当古墳の破壊時期がかな り古い時代には行われていたこ

とをうらづけるものである。

瓦器(第7図 一16～18、 図版10-16～18・30)

瓦器の出土量は多く、椀あるいは小皿等の器種 と考えられるものばか りで、そのほ とん

どは第4層 淡茶褐色土層内および一部の遺構内か らの出土である。ただ、図示に耐え得る

ものはほ とんどな く、今回図示 しているのは3点(土 器番号16～18)の みである。

時期 としては、13世 紀代よ り14世紀末葉から15世 紀初頭頃 と考えられる瓦器椀の終末期

のものまで、かな り幅広 く存在するように思われる。これは当地域が中世 を通 じて生産 ・

生活の場 であったことをうかがわせ るものである。

遺構内 よりの出土としてはSE-2よ り土器番号16が 出土しており、13世 紀後半から末

葉頃のものと考えられる。

土師器(第7図 一19～21、 図版10-19～2D

瓦器 と同様に多量に出土 しているものであるが、ほとんどは小破片となっての出土であ

り、第4層 淡茶褐 色土層内か らのものである。

今回、その中でも報告できるもの として3点(土 器番号19～21)の 小皿小片を図示 して

いる。

その他の土器類(第7図 一22～29、 図版10・11-22～29・31)

前述の出土土器以外で今回図示報告 しているのは以下の土器であるが、それぞれはかな

り小破片 となっての出土であ り、かつそのすべては第4層 内よりの出土である。

青磁片5点(土 器番号22～25・31)、 白磁片1点(土 器番号26)、 須恵質陶器片1点(

土器番号27)お よび瓦類 として蓮華文軒丸瓦片1点(土 器番号28)、 蓮珠文軒平瓦片1点

(土器番号29)等 が出土 している。

軒平瓦については、当遺跡名からも分か るように平安時代創建の地蔵堂(現 正福寺)が

近 くに所在することから、その寺院跡に関係するものと考えられる。ただ、時代 としては
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第6図 遣物実測図(1:4)
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第7図 遺物実測 図(1:3)
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鎌倉時代末か ら室町時代の ものであろう。

軒丸瓦については、当地域の約2.5km北 東の貝塚市半田、麻生川地域がその所在地と考

えられる白鳳時代の寺院跡、秦廃寺跡出土の入葉蓮華文軒丸瓦 と同笵瓦である。 これは中

世 になって当地域へ流入して来たものであろう。

石器(第8図 一32～34、 図版11-32～37)

今回の調査で石器 と断定でき得 るものが3点 出土 している。また、その他に も10数点の

剥片が出土 しているが、それ らはすべてサヌカイ トを素材とするものである。

出土場所 としては、すべて第3層 淡青黄灰色土層および第4層 淡茶褐色土層内の中 ・近

世遺物包含土層か らの出土である。

石鏃については細部の調整から

少な くとも繩文時代に属するもの

と考えられる。

旧石器時代や繩文時代の遺物が

中 ・近世の遺物包含土層内か らの

出土 とはいえ見い出されることは、

この地域にはかな りの古い時代か

ら人々の生活の場であったことを

容易に うかがい知ることができる

ものである。

第8図 遣物実測図(1:1)
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出 土 遺 物 観 察 表

土器

番号
種別 図 版挿 図 法 量cm

形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

須
恵

.

図版7

口径11.0

天井部高3.95

天井部 は全体 に丸味 をもち、 口縁部は

1.Ocmと 短 くやや 外方に下 り、口縁端部

は丸 くおさまる。天井部 とロ縁部 を分

天井部 外面のヘ ラ削 りの痕跡

は見られない。天井部内面%

不定 方向のナデ調整。他は ヨ

色調、内面 、灰 色

外面 、灰 白色

胎土、径1-2mmの 白色粒砂

1 器
杯
蓋 第5図

ける稜 はシャープ さに欠け る。
コナデ調 整。 を含む。

焼成 、良 好、堅緻

須
恵
図版7

口径11.2

天井部高3.8

天井部は全体に丸味 をもち、 ロ縁部 は

1.2cmと 短 く外方に下 る。口縁端部は 内

傾 し、段 を構成す るが明瞭で はない。

天井部外面でのヘ ラ削 りの痕

跡 は見 られない。天井部 内面

%不 定方向のナデ調整。他 は

色調 、内面、灰 色

外面、灰 白色

胎土 、径1～2mmの 白色粒砂

2 器
杯
蓋 第5図

天井部 と口縁部 を分け る稜 はシャー プ

さに欠け る。

ヨコナデ調整。 を含 む。

焼成 、良好、堅緻

残存%以 上

3

須
恵
器
杯
蓋

図版7

第5図

口 径12,1

天井部高4.0

(推定)

天井部の大部分 に丁寧 なヘ ラ削 りが施

され 、ほ とん ど平 らである。 口縁部 は

2.7cmと 比較 的高く、外方 に下 り、口縁

端部 は、水平 な面 を もつ。 天井 部 と口

縁部 を分 ける稜 はシャー プさ を残す。

天井部 外面 に同心 円の上 に放 射線上 に

天井部外面 、回転ヘ ラ削 り調

整。他は 、ヨコナデ調整。

色調 、内面、灰色

外面、灰色

断面、赤褐 色

胎土、径1～3mmの 白色粒 砂

を含む。

焼成、良好、堅緻

線刻が施 される.
残存%、 反転復元

立 ち上1)は1.Ocmと 短 く、内傾 し、端 部 体部外面 、回転ヘ ラ削 り調整 色調、内面 、灰色

図版7
口径9.1

は丸 くお さ ま る 。受 部 は0.4cmと 短 く水 後 、ヨコナデ調 整。底部内面 、 外面 、灰 色
ip 器高5.2

一
平 にのびる。体部 は深 く丸味 をもち、 不定方 向のナデ調 整。他は ヨ 胎土 、径1～2mmの 白色粒砂

4 慕 底 は平 らである。 コナデ調 整。 を含む。

杯 第5図 焼成 、良 好、堅緻

残存%以 上

立 ち上 りは1.Ocmと 短 く、内 傾 し、 端 部 体部 外面、回転ヘ ラ削 り調整 色調 、内面、灰 色

図版7
口径10.0

は 丸 くお さ ま る。 受 部 は0.4cmと 短 く、 後、 ヨコナデ調整。底部内面 、 外面、灰色

響 器 高5.0 水平にのび る。体部は深 く丸味 をもち、不 定方向のナデ調整。他は ヨ 胎土 、径1-2mmの 白色粒砂

5
.w

第5図 底は平 らであ る。 コナデ調整。 を含む

杯 焼成 ぐ良好、堅緻 圏
身1 口縁部 残存%、 反転復元

立 ち上 りは1,(kmと 短 く、 内傾 し 、端 部 体部外面 、回転ヘ ラ削 リ調整 色調 、内面、灰色

図版7 口径10.0 は 丸 くお さ ま る。受 部 は0.4cmと 短 く水 後、 ヨコナデ調整 、底部 内面、 外面、灰色

響 器 高5.4 平にのび る。体部 は深 く、丸 味を もち、不定方向のナデ調整 。他 はヨ 胎土、径1mm程 度 の白色粒砂

s 慕 底は平 らである。 コナデ調整。 を含む
杯 第5図 焼成、良好、堅緻
身 残存鴛以上

口頚部 は、外反 し、端部 近 くで さらに ヨコナデ調 整。 色調 、内面 、灰 色
図版9 口径19.6 大 き く外 反 し、端部 で上方へ屈 曲す る。 体部と頸部の屈曲部で粘土紐 外面 、灰 色

須 残存高6.1 口縁部近 くで、断面三角形の 凸帯1条 、 の接合痕 がみられる。 胎土 、径1mm程 度 の 白色粒砂

7
恵
器
甕
第5図

中位 で断面三角 形の凸帯2条 をめ ぐら

し、波状文 が2段 に施 され る。 口縁端

を含む

焼成 、良好 、堅緻

部 、凸帯 で生ずる稜 はいずれ もシャー 口縁部残存%反 転復元

プさに欠ける。

須 図版7 口径15.9
杯部 口縁 は、やや外反気味に直線的 に

のび、端 部は丸 くお さまる。杯体部 中
杯底部 、回転ヘ ラ削 り調整後、

ヨコナデ調整、 内面%、

色調 、内面、灰 色

外面、灰色

8

恵

蠶盞

高

第5図

器 高12.7

脚 部 径11.8

脚部 高5.4

位 に断面三角形の凸帯が二条め ぐり、

その下 に波状文が施 され 、文様帯 の下

に1個 の飾 りつ まみが付 く。脚部 は、

外反 して下 り、端部近 くでさらに外方

不定 方向のナデ調整 他は ヨ

コナデ調整。

胎土 、径1-2mmの 白色粒砂

を含 む

焼成 、良好、堅緻

杯 に屈曲 し、先端は丸 くお さまる。脚部

4方 向に長方形の透 しを刻む。
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土器
番号 種別

図 版
挿 図 法 量cm

形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

底部片 である。体部下位 に凹線が1条 体部 外面、手持 ち削 り調整 、 色調 、内面、灰色
須 め ぐり、波状文 が2段 に施 され る。底 他 は ヨコナデ調整。 外面、灰色
恵
器
図版7

部 は平 らである。 断面、赤褐 色

9 把 底部径4.3 胎土 、径1mm程 度 の砂粒 を含

手
付
塊

第5図
む

焼成 、良好、堅緻

底部残存%、 反転復元

口頸部 は、外彎気味に上 外方へのび 、 体部 外面、平行 タタキ 色調 、内面、灰 色

端部 で上方へ 屈曲する。 口縁部近 くで 体部内面、不定方向のナデ調 外面く灰色

io

須
恵
器
甕

図版8

第6図

口径24.2

残 存 高17.8

断面三角 形の凸帯が形成 され る。 口縁

部 、突帯 の稜 は シャープ さに 欠け る。

整。

他 は ヨコナデ調整。頸部 内面

に粘 土紐の接合痕 と指 おさえ

胎土 、径1～2mmの 白色粒 砂

を含む

焼 成、良好、堅緻

の痕 跡がの こる 残存%、 反転 復元

須 口頸部、脚部 を欠損す る。体部 は最 大 体部内面 、指 おさえの痕跡 が 色調 、内面、灰 白色

宙 径 が中位 にあ り、肩部は張 りがみ られ のこ る。他は ヨコナ デ調 整。 外面、灰 白色心

器
ム

図版9
ず、なだ らかに下 る。体部に は、刺 突 胎土、径1～2mmの 自色粒砂

u 口

付
短 第6図

最大腹径21.0 又、竹管文、波状文、 カキ目が施 され

る。

を含む

焼成、良好、 自然釉付着

堕 体部残存%、 反転復元
亞

ロ頸部は、外反気味に直線的 にのび、 体部外面 、平行 たた き、体 部 色調、内面、灰色

上位で外方へ大 き く開 き、口縁端部 で 内面 、青海波 のタタキ メをス 外面、灰色

12

須
恵
器
甕

図版8

第6図

口 径24.z

残 存 高37.2

上方屈曲す る。 外端面は わず かに凹面
が生ず る。 口縁部近 くで断面 三角 形の

凸帯が形成 され る。 口縁端部 、凸 の

稜は シャープ さに欠け る。頸 部には沈

リ消 している。他 は ヨコナデ

調整 、内面頸部 と体 部の屈曲

部に粘土紐 の接合痕 と指おさ

胎土、径1～6mmの 白色粒砂

を含む

焼成、良好、堅緻

線が1条 め ぐり、波状文が3段 に施 さ えの痕跡 がのこる。 残存%、 反転復元

れ る。

体部片 である。 断面 台形 を呈 する突帯 表面 、摩滅が 著 しく、調整は 色調、浅黄色

埴
図版9

をもつ。突帯 に線刻文様 が施 され る。 不明 である。 胎土 、径1～6mmの 石英、長

石、雲母片 を含む

13 最大径30.0 焼成 、良好
輪
第5図 反転復元

体部 は、高 台部 付近 で屈曲 し、外上方 体部 外面、横 方向のヘ ラケズ 色調 、内面、黒色

黒
色
図版9 口径15.5

にやや 内彎 気味に直線的に立 ち上 る。

口縁端部 は丸 くおさめる。

リ、内面は幅1mm程 のヘ ラ ミ

ガキが施 される。

外面、灰黒 色

胎土 、径1mm以 下 の白色粒 砂

14 土 器高(推定)6.5 を含む
器
境 第5図 高台径5.2

焼成 、良好

口径 残存/s、 高 台径残存%、

反転復元

底部片である。高台部は1.9cmと 高 く内 表面摩滅が著 し く、調整 は不 色調 、内面 、黒灰 色

黒
色
図版9

彎気味に下 る。端部は水平面 を呈す る。明であ る。 外面、黒灰 色

胎土、径1～2mmの 白色粒 砂

15 土 高台径9.4 を含む
器
腕 第5図

焼成、良好

残存、%、 反転 復元

体部 と底部で不明瞭 な境 界線 が生 じ、 体部外面 、ヘ ラ ミガキほ施 さ 色調、内面、黒灰色

瓦
図版10 口径13.8

体部 は外反 し、i_方 に直線的に立 ち上

る。 口緑端 部は丸 くお さまる。高 台は、

れず、指 おさえによる凸凹が

著 しい。

外面、黒灰色

胎土、径lmm以 下の砂粒 を含

16 器 器 高3.7 低平 化 し、断面三角形 を呈す る。 口縁端部 、横方 向のナデ調整、む
蜿
第7図 高台径2.4 体部 内面、5-6条 の圏線 ミガ 焼成、良好

キおよび連結輪状暗文 残存%、 反転復元
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土器

番号
種別
図 版
挿 図

法 量cm 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考
.

底部 片である。高台は低平化 し、断面 内底面、連絡輪状暗文 内面、暗灰色

瓦
図版11

三角 形を呈 す る。 外面、暗灰色

胎土 、径1-3mmの 砂粒 を含

17 器 高 台径4.0 む
堀
第7図 焼成 、良好

高台部残存%、 反転復元

.

平 担な底部 より明瞭な屈曲 をみせず 、 表 面、摩滅 が著 し く、調整 は 色調 、内面、黒 灰色

is

瓦
器
小
皿

図版10

第7図

口径7.5

器 高1.2

短 く外反 し、立 ち上 る口縁 をもつ。端

部は丸 くお さめ る。

不 明である。 外面、黒 灰色

胎土 、径1mm以 下の砂粒 を含

む

焼成 、良好

残存%、 反転復 元

.

平底の底部 をもち、明瞭 な屈 曲をみせ 口縁部、内外面 に横方 向のナ 色調 、内面、淡黄橙色

土
師
図版10

ロ径7.8

ず、緩やかに 内彎 し、端部 に至 る。端

部は丸 くお さまる。

デ調整。 外面、淡黄橙色

胎土 、径1mm以 下の砂粒 を含

is 器 む

小
皿 第7図

器 高0,8 焼成 、良好

残存%、 反転復元

平底の底部 をもち、屈 曲せ ず緩やかに 口縁部内面 、様方 向のナデ調 色調 、内面、淡橙色

土
師
図版10

口径7,9

内彎 し、端部 に至 る。端部 は丸 くお さ

まる。

整 。 外面、浅黄色

胎 土、径1mm以 下 の砂粒 を含

20 器 む
小
皿 第7図

器 高1.4 焼成、良好

残存、%、 反転復 元

平底 の底部 を もち、明瞭な屈曲 をみせ 、表面、摩滅が著 しく、調 整は 色調、内面、浅黄 色

土
師
図版10

口径8.3

口縁部が外上 方に立ち上 がる。端部は

お さまる。

不明で ある。 外面、淡橙 色

胎土、径1mm以 下 の砂粒 を含

21 器 む
小
皿 第7図

器 高1.4 焼成、良好

残存%、 反転復 元

口縁部 片である。外面に蓮弁文様が施 釉色 は、淡青縁 色であ る。 龍泉窒系か?

図版11
さ れ る。 反転復元

青
22 磁 口径12.7

碗
第7図

底 部片であ る。高台内面は垂直面、外 釉色 は、淡青 緑急であ る。釉 反転復元

青
図版11

面は70°の傾斜面 を もつ 。体部は、高 台

部 か ら、す ぐに外傾す る。外底面の刳

は、内外面お よび高台部外面

に施 される。

23 磁 高 台径6.2 りは 浅 い 。

碗
第7図

底部片であ る。高台内面 は70° の傾斜 釉 色は、淡青色である。釉 は 反転復元

青
図版11

面、外面は、垂直面 をもつ。 内面全体 と、体部外面 に施 さ

れ る。外底面 の刳 りは浅 い。

24 磁 高台径4.1
碗
第7図
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土器
番号 種別

図
挿版図法 量cm 形 態 の 特 徴 手 法 の 特 徴 備 考

底部片で ある。外底面 、刳 りは高台 ぎ 釉色 は、淡暗緑色であ る。釉 高台部残存%、 反転復元

青
図版11

わが深 く、中央 で凸部が生 ず る。底面

に線刻文様が施 され る。

は、内面全体 、外面は高台部

のきわにまで及ぶ。

25 磁 高台径5.1
碗
第7図

ロ縁 部 片 で あ る。 幅1.6cm、 厚 さ0。9cm

卩

釉 色は、乳 白色であ る。 反転復元

白
図版10

の玉縁状 口縁 をもつ。 口縁部 での貫入

はみ られ ない。

26 磁 口 径16.1

碗
第7図

口縁部片 である。体部 は外反気味に直 内外面、 ヨコナデ調整 色調 、内面、灰色
須
恵
質
図版10

線的 にのび 、口縁部近 くで内彎気味に

立 ち上 り、端部 は、平担面 を呈す る。

外面、灰色

胎土 、径1-2mmの 砂 粒を含

27 陶 口 径25。9 口縁部近 くで断面 台形の 突帯 をもつ。 む
器
練
鉢

第7図 焼成 、良好

口縁部残存%、 反転復 元

単弁一葉分残存。 八葉単弁 形にな るも 笵離脱後外縁端面お よび、側 色調、青灰色

軒
丸
図版10

の である。 中房部 欠損。 面 を二部ヘ ラ削 り調整 を施 す。 胎土、径1mm以 下の砂粒 少量

含む

zs 瓦 外縁幅0.7 焼成、良好、堅緻

第7図

径約1cmの 半球状 の珠文4個 残存。内 平 瓦部の端 面に粘土塊 を付け 、 色調、灰色

軒^
連
図版10

外 区を分け る幅0.3cm程 度の圏線がめ ぐ

る。顎部は 、曲線顎 を呈す 。
瓦当面 を約2倍 の厚味 として

か ら、模様 を施 している。側

胎土、径1mm程 度の砂粒 を含

む

29 平珠 外縁幅0.4
P

面、顎部 はヘ ラ削 りを施 した 焼成、良好
文
瓦　 第7図 後 、ナデ調整。

サ基 横形剥片を素材とする。素材の打面側に極厚形表面細部調整による切

32

・爨

力形

イ背

ト碧

図版11

第8図

最 大長3.38

最 大幅1.13

最 大厚0.64

りとりが施 され 、背部整 形 となる。 さらに素材 の左縁 で薄形、厚形表

面細部調整 による切 りとりと刃潰 しが連続 し、基部 を作 出す る。背部

整形 の輪郭 は曲線形 を呈す る。旧石器時代の型式 に属す る。

製器

サ基 横形剥片を素材とする。素材の先端側に極厚形表面細部調整による刃

33

・疉

力形

イ背

ト礬

図版11

第8図

最 大 長4.10

最 大 幅1.53

最 大 厚0.71

潰 しが施 され 、背部整形 とな る。素材の打面側 中央 か ら左縁端 にかけ

て、台石上極厚形細部調 整1による切 りと りが施 され、背 部 と連結 し、

基部 を作 出す る。背部整 形の輪郭は曲線形 を呈す る。旧石器時代の型

式 に属す る。

製器

素材の性状については不明である。細部調整は平形両面細部調整が施

34
貍礁図版11

第8図

最 大長2.80

最 大幅1.69

最 大厚0.24

され、中央 断面形が両 凸形 を呈す る。基部 は薄 形両 面細 部調整が施 さ

れ、極 凹形 を呈 する。
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Nま とめ

今回の発掘調査の成果として、検出した主な遺構 としては大きく2時 期に分かれるもの

である。

1つ は13世 紀か ら14世紀にかけての中世の各種遺構群 であ り、1つ はその中世には少な

くとも完全 といってもいいほどに破壊 ・消滅させ られた5世 紀末頃 と考えられる古墳時代

中期の方墳の存在である。

古墳の検出については、今回の調査以外昭和56年 度および本年度において当小学校々庭

内の発掘調査で合計2基 の円墳のL部 を確認しており、今 回で3例 目の発見である。さら

に、方墳の検出としては今回が貝塚市にとって は初めでの発見になるものである。 これ

は、国指定史跡の丸山古墳(前 方後円墳)に 近接 して今 までに3基 の古墳が検出されたこ

とにな り、少ない調査面積のわ りには、これらの古墳 を含め丸山古墳 を中心 として当地域

に数基あるいは数十基の古墳が築造されていた可能性を示唆するもめであ り、言い替えれ

ば古代大和政権下における当地域 を支配 した豪族の墓域的性格を有す る地域か と考え得る

もので、当地域が古墳時代の地方豪族の一拠点 となっていたもの と考 えられよう。

古墳の破壊 ・消滅する時期については、古墳の周溝検出時に周溝内埋土上層 より1点 の

黒色土器椀の破片が検出されてお り、この遺物から少な くとも10世紀末から11世紀頃には

かなり破壊されたもの と考えられる。さらに、墳丘を完全なまでに破壊 し、古墳の痕跡を

全 くとどめず平担地となって、水田化 されるのは第4層 淡茶褐色土層並びにSD-2やS

E-2等 の時期である。これは、出土遺物 より少なくとも13世紀後半から14世紀にかけて

のころであろう。

この ように、今回の発掘調査の結果か ら推察できることは、古墳時代の当地域の状況を

考える上において、当地域周辺部には古墳時代あるいはそれ以前か らの人々の居住空間の

存在が考慮されるところであり、今後の調査の進展によっては一地域における古墳時代の

生活および生産の地域的メカニズムが解 明できる可能性をもっているたいへん重要な地域

であると考 えられる。

さらに、出土遺物の中で旧石器時代の遺物が2点 出土 していることについても、今後当

地域あるいは泉州地域の旧石器時代 を考 えてい く上において、たいへん重要な発見である

と考 えられる。
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図 版



図
版

1

遺

構

調査区および丸山古墳遠望(気 球撮影)西 より



図
版

2

遺

構

調査区全景(気 球撮影)西 より



図
版
3

遺

構

1.調 査 区全景 東 より

2.古 墳全景(気 球撮影)上 より



図
版

4

遺

構

りよ西北況一状　土出一物遺一内溝惆倶西北墳古1

2.古 墳北東側周溝内遺物出土状況 南東より



図
版

5

遺

構

1.溝2(SD-2)全 景 東 よ り

2.調 査区東部全景 南東より



図
版

6

遺

構

1.古 墳周溝内土層断面 北より

2.井 戸2(SE-2)内 土 層断面 北 より



図
版
7

遺

物

須恵器坏蓋(1～3)。 坏 身(4～6)。 無 蓋高坏(8)・ 把 手付椀(9)



図
版

8

遺

物

須恵器甕(10・12)



図
版

9

遺

物

須恵器台付短頸壼(11)・ 甕(7),埴 輪(13),黒 色土器椀(14・15?)



図
版

10

遺

物

瓦器椀(16・50),瓦 器 小皿(18),土 師器小皿(19～21),白 磁 碗(26)
,

須 恵 質陶器練鉢(27),軒 丸 瓦(28),軒 平 瓦(29)



図
版

11

遺

物

瓦 器 椀(17),青 磁 碗(22～25・31),ナ イ フ形 石 器(32・53),石 鏃(34),剥 片(35～37)


